
AXIES2022｜プログラム

While the pandemic has stress-tested the important work of higher 
education, it has also brought about tectonic changes that technol-
ogy leaders across campus must understand. EDUCAUSE president 
John O’Brien will share what he and EDUCAUSE research suggest 
leaders need to know as they think about what’s next. In many ways, 
times are challenging; in many other ways we are experiencing 
emerging opportunities for positive change in spite of the continu-
ing challenges over the last few years.
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Leading What's Next
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John O’Brien 氏
（EDUCAUSE President & CEO）
https://members.educause.edu/john-obrien-5

講師

新型コロナウイルス感染症が大学に及ぼした影響は多岐かつ広範に
わたります。大学では感染防止やオンライン授業の実践などに万全
の対応をとることはもとより、職員の業務の在り方も、社会のデジ
タル化の進展に対応して大きく変わっていかざるを得ませんでし
た。2020年6月の「オンライン事務化宣言」発表から始まり、これ
まで約2年間にわたってアジャイルかつスピーディーに推進してき
た東北大学の業務のDXを紹介いたします。

東北大学における
業務のDX推進

題目

藤本一之 氏
東北大学情報部デジタル変革推進課
特命課長（兼）課長補佐

講師

全体会

●一般セッション（口頭発表・ポスター発表）｜ 詳しくは大会ウェブサイトをご覧ください。

●企画セッション（予定）

●展示・出展者セミナー｜ 詳しくは大会ウェブサイトをご覧ください。
●オープニングギャザリング（12月13日）・情報交換会（12月14日）｜ 詳しくは大会ウェブサイトをご覧ください。

部会等 セッションタイトル

EDUCAUSE John O'Brien会長と語る大学ICTの将来像

ITベンチマーキング調査事業中間報告

BYOD時代の情報教育環境を考える

Jupyter等の環境を用いたプログラミング教育支援の現状

Shedding Light on Shadow: Global Open Source and Open Standards to advance teaching and learning

教育コンテンツ共有の課題と将来：OERと授業目的公衆送信補償金制度

ハンズオンパッケージの教材化と授業への活用

教育研究機関におけるオンラインによる本人確認と認証機能強化の実現に向けて

クラウドファースト戦略からクラウドネイティブ戦略を見据えた人材育成の展望

クラウドネイティブ戦略を見据えたクラウド最適化ソリューション

高等教育機関におけるICT利活用の現状と展望 ～2020年度調査の分析結果から～

DX時代の教育技術 up to DATE

大学でのローカル5Gの現状：導入と性能チューニング

大学における研究データガバナンスを考える

研究データの利活用を支える最先端ストレージソリューション

「理解されない」マニュアルからの脱却  ～ユーザーとのコミュニケーションを向上するマニュアル・ウェブページのつくり方～

賛助会員がAXIESに期待するもの ～会長と語ろう！～

基調講演 1

基調講演 2
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